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日本鋼索交通協会（東京都台東区）は、５年後の2031年に創設から１０

０年を迎えるに当たり「ＪＦＴＡビジョン2031」を策定しました。 

本ビジョンは、将来を見据え、安全性・快適性・持続可能性を兼ね備え

た鋼索交通の将来像を示すものです。 

私どもは、何よりもまず「人身障害事故ゼロ」を目標に掲げ、安全風土

のさらなる高度化に取り組んでまいります。あわせて、技術の継承と次世

代人材の育成を進めるとともに、デジタル技術の活用や脱炭素への対応を

強化してまいります。 

また、鋼索交通が地域観光を支える重要なインフラであるとの認識のも

と、関係機関と連携し、地方創生にも貢献してまいります。 

このため、今後５年間における当協会の行動方針を業界内外に具体的に

示すとともに、協会内に設置している専門委員会での活動として、各年度

の事業計画における基本的な柱は維持しつつ、取組内容の一層の充実を図

ってまいります。 

今後とも、業界一体となって、安全・安心で持続可能な鋼索交通の発展

に努めてまいります。 

 

（参考） 
 
日本鋼索交通協会専門委員会 

① 総務委員会 
② 鋼索鉄道委員会 
③ 索道技術安全委員会 
④ 索道営業委員会 
⑤ 国有林野委員会 
⑥ スキー場安全対策委員会 
⑦ 研修会テキスト編集委員会 

 
 ●YouTubeチャンネルへ同時配信 

（一財）日本鋼索交通協会会長メッセージ https://youtu.be/UkMHQBCzvww  

                          【裏面参照】

 

（創立１００周年を迎えるに当たり） 

ＪＦＴＡビジョン２０３１ 

一般財団法人 日本鋼索交通協会 

 
〒１１１－００５６ 東京都台東区小島２－１８－１５ 新御徒町妙見屋ビル３階 

ＴＥＬ０３－３８６６－３１６３  https://www.nikokyo.or.jp 

－お問い合わせ先－ 

日本鋼索交通協会 事務局 ℡．0３-3866-3163（菅原・高柳） 

 



一般財団法人日本鋼索交通協会 

             

ＪＦＴＡビジョン２０３１ 
      （創立100周年を迎えるに当たり） 

 

Ⅰ 行動指針 

安全性・快適性・持続可能性を兼ね備えた鋼索交通（鋼索鉄道及び索道をいう。）の未

来を見据え、定款との整合性を図りながら、2026 年度より以下の方針に基づく取り組み

を推進します。 

 

Ⅱ ＪＦＴＡビジョン２０３１基本方針 

１ 安全風土の高度化と業界全体への展開 

鋼索交通における人身障害事故ゼロを目指し、安全指針の策定と体系的な周知活動

を実施 
 

２ 技術の継承と次世代人材の育成 

  若手技術者及び技術管理者の育成を強化し、研修・講習体制の充実を図る 
 

３ 地域連携による観光価値の創出 

  鋼索交通を核とした観光事業の創出及び誘致 
 

４ 環境調和型交通への取り組み 

  電動化、省エネ化を推進し、自然環境との共生を目指す脱炭素化の推進 

 

Ⅲ 重点戦略（2026～2031） 
１ 安全性のさらなる強化 

鋼索交通に関する知識の啓発、広報、周知及び安全性の向上並びにAI・IoTによる予
防保全、事故対応マニュアルの向上、索道用語辞典（クラウド版）の改訂・周知 
 

２ 人材確保とキャリア支援 
退職自衛官の鋼索交通分野への再就職支援を継続的に実施し、外国人を含む人材の多

様化及び高齢化技術者の支援及びサポート 
 

３ 技術革新への対応力強化 
鋼索交通へのDXによる運行管理、遠隔監視及び自動乗降システムの導入に向けた検討 
 

４ 環境対応と設備の省エネ化 
再生可能エネルギーの活用及び巻き上げ設備の省エネ化、電動・ハイブリッド型ゲレ

ンデ整備機械の導入促進 
 

５ 広報・教育の充実 
「雪の日」制定の推進、「スキーの日」キャンペーンの展開及び外国人材も利用可能

な多言語対応ツールの整備や100周年記念事業（記念式典等）の実施 
 

６ 補助制度の拡充 
環境配慮型鋼索交通機械の導入や省力化及び技術革新に資する補助制度への取り組

み 
 

７ 協会運営の効率化と機能強化 
鋼索鉄道・索道に係る事業目的の深度化に向け、当協会と地方協会の今後の業務効率

化及び合理化の推進 

ニコちゃん 




